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「Ｉ❤URESHINO」
新たな交流拠点の誕生を契機に取り組む

“Withコロナ観光まちづくり”
VR/AR技術、5G技術やAIをはじめとした未来技術の活用による

嬉野市の発展・市民の元気と継続的な成長の実践

轟の滝うれしの茶
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嬉野温泉駅
(2022年秋開業予定)
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嬉野にとっては、新幹線駅・道の駅エリア開業に合わせた追い風の事業として取り組んでいきたい
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０．全体スケジュールと今年度事業の位置づけ

4

（２）事業の全体スケジュール

（３）想定する事業スキームを実現するための課題

（１）PT2の狙い



5（１）PT2の狙い（改めて）
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6（１）PT2の狙い（改めて）
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①どんなお客様でも移動しやすい環境
身体的・心理的に回遊抵抗が大きいお客様でも、楽に移動できる環境を提供できます。

②嬉野市を満喫してもらえる環境
回遊性が高まれば、嬉野市を十分に堪能していただけ、満足度もぐんと上がります。
回遊性が高まれば、賑わいが生まれ、活気あふれる観光空間になります。
お客様の消費も促され、中心市街地の活性化にも繋がります。

③未来技術の活用によるインパクト
希少性・話題性のある体験を提供することで、「移動」そのものが強力な観光コンテンツとなり、
新幹線開業との相乗効果が期待できます。
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7（１）PT2の狙い（改めて）
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8（１）PT2の狙い（改めて）
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有償(予定)

Тϴ˔Ї3( ӽם )Тϴ˔Ї2(ם ᴟᾁ )
11 ˙

9（２）事業の全体スケジュール

8˙107 (2025)6 (2024)5 (2023)4 (2022)

試乗・体験会の実施
自動運転に関する意向把握

交通状況の把握

Тϴ˔Ї1( ₰)

テーマ
公道での実証実験の実施

社会実装に向けた
検討・議論

前年度の課題を踏まえた
実証実験の継続実施
運営体制構築・試行

自動運転の本格運行
事業スキームの構築
事業運営体制の構築

自
動
運
転

新幹線駅開業 開業1周年
記念イベント

SAGA2024
国スポ・全障スポ

ﾊﾟｰｿﾅﾙﾓﾋﾞﾘﾃｨ

運
賃 レ

ベ
ル
4

で
の
社
会
実
装

ル
ー
ト

運
営
体
制

無償 有償(予定)

¸駐車場内でのデモ

¸交通状況調査

¸嬉野温泉駅
～嬉野バスセンター
（予約制・ｼｬﾄﾙ）

¸手動介入等調査

¸嬉野温泉駅
～嬉野バスセンター
（フリー乗車・周回）

¸需要調査

¸事業化ルートの
決定

¸嬉野温泉駅
～嬉野バスセンター
（予定）

¸自動運転の体験

¸関係者等への
意向調査

¸導入への懸念点
の把握

レベル２での
社会実装

¸事業スキーム/ビジネスモデルの検討
→自動運転導入の波及効果等の検証

¸運営体制の構築
（誰がやるか？地域で支える体制は？）

¸ PT1との連駅方策の検討

¸ レベル４運行に
向けたシステム等の
構築

¸運営体制の改善

¸駐車場内でのデモ
パーソナル・モビリティについては、

令和6年度以降の取組みは実施しない

¸嬉野温泉駅前で
のデモ

¸導入への懸念点
の把握

R5 ἎγỸא Ⱶ ᶀ Ệ̓ Ệῶγ ᶺ ̓ᶺῲ Ξ ˞ἵ ↑
ʤ ᴽїגἐ ᵺ Ỏԃἐ ̘̓ ג Ỏԃἐ
ẇ ; ↑ Ỹא ᶆ Ξ ʤ ᶺ

R6 Ỏԃ ἎγỸא ᶆ Ḿᵭ ỸῥỎԃ ḾὊ ᴳ₿ ⁮



10（３）想定する事業スキーム

˒ Ἢ

ⱦַא
PT2 ֩ѕ

PT ֩ѕ

地域の方

利用者

PT1

交通事業者
嬉野市

どれくらい乗る？
なぜ乗った？

町のシンボルに
ふさわしい？
どのように活用？

税金の投入価値？
ソーシャルインパクトは？

運行できる？
遠隔監視は？

L4運行の課題は？
必要最低限の
システムは？

連携手法は？

消費
デジタルモール

運賃？ 移動

活用

観光情報

メンテナンス

データ
連携

自動運転提供者

委託

委託

運行

データ
提供



11（４）想定する事業スキームを実現するための課題

ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ 実現に向かっての課題 解決手法

利用者 ・移動需要
・需要の喚起、使い勝手

・利用者アンケート
・乗降記録
・他事例調査

地域の方 ・自動運転とPT1の活用方法
※＋αとならない工夫

・自動運転を用いたおもてなし

・懇談会等による意見
交換
・実証実験の体験

PT1 ・具体的な連携内容
・データ連携等の可能性

・Line、メタバース等との
連携の試行

自動運転提
供者

・無人運行に向けた課題抽出
・必要最低限なシステム選出
・自動運転に関するコスト

・自動運転率
・手動介入調査

交通事業者 ・運行方法と運行コスト
・レベル2運行、遠隔監視に関
する習熟

・運転講習
・実証実験への主体的
な参画、見学

嬉野市 ・ソーシャルインパクトの確認
※税金の投入価値の見極め

・事業スキーム確立
・実証実験の全体検証

ブランディング

ユースケース
（利用者側）

ユースケース(主体側)

ỎԃỸᵅ ᶆ Ξ ϖ Ở
2̓ᶺ 6 Ὣ ᴩῥ
ⱦַא ᴩ ˞ ˫Ῠ ἐ

˫Ῠ ᷈ ᴩῥ ỸẴ

地域から自動運転を使い倒した活性
化策を提案していく！
【タビ前】
・自動運転車両のカメラ映像・街中カ
メラからリアルタイム配信
→没入感体験配信サービス
【タビ中】
・地域ポイントの創出、情報提供によ
るお土産品等の販売促進
・自動運転車両内特別VIPサービス
【他分野連携】
・地域内物流の支援（道の駅への仕
出し、移動販売等）
・ネーミングライツ等、スポンサー募集



１．Ｒ５年度実証の成果と課題

12

（１）R5年度実証事業の成果（実証で判った効果と課題）

（２）R6年度実証事業に向けた留意事項



13（１）R5年度実証事業の成果（実証で判った効果と課題）
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14（１）R5年度実証事業の成果（実証で判った効果と課題）
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実証実験のまとめ 意見交換会のまとめ
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（２）R6年度実証事業に向けた留意事項
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■自動運転を街づくりに活かす取組みが必要
¸Ἆγἵ ↑ŇĽ ͻœ ᴽїגἐĚŘᶋˋ ĹˋᴳěѲĪŘśŚˢ  į
ĹŚ˒ Ἢ ķĽ ủěӪĞ ᾬ Ϛě ėŚΞ δΉĺᶆĠĵő ϚĴĞř
Ľể ő ōėĮἨř♯Ŏě ĶĨ!

■利用需要の見極めが必要
¸ᵺ Ỏԃἐ ᴽїגἐ Ỏԃẇ ằ̻ ᶆ Ḛ ỸẴ ⅝ Ỹ
ῥ ϯ ‴ ἐἻ ᴳԆ

¸ Ϛ ể ▒Ṗ Ἳ ֳ Ҍ Ἠ ♯ ẚ
Ͼ

■街づくりへの効果検証が必要
¸ỡ ̓ Ϛ Љ ἐἻ ᴳԆ ᴽїגἐ ӣ

;ᴑ
¸ ỡ ̓ Ϛ ҷ ̚Ӽ ᶂΌ ϯ ᴽїגἐ

Ỹе ӡе Ὣ

16

R6 ỡ ̓ Ϛ Љ Ἠ♯ Ӫͯ ἐἻ ᴳԆ Ϛ
ᶂΌ ˋ ᴩ ỸẴ

令和6年度実証事業への留意事項

（２）R6年度実証事業に向けた留意事項



2．令和６年度事業の事業方針
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（１）事業における検証事項（今年度事業で確認すべき内容）

①嬉野市の将来像と自動運転

②今年度事業における検証事項

（２）令和６年度事業のスケジュール

③想定事業スキームを踏まえたステークホルダーごとの検証事項
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（１）事業における検証事項（今年度事業で確認すべき内容）

①嬉野市の将来像と自動運転
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19（１）事業における検証事項（今年度事業で確認すべき内容）
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20（１）事業における検証事項（今年度事業で確認すべき内容）

ֹ ╓

ᴘ ỡ ̓ ἒ ϴ

2,000 
4,000 6,000 3,700 7,500 

11,200 

3,900 

9,600 

14,000 

6,100 

10,000 

14,800 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2台 4台 6台 2台 4台 6台

普通車（千円） 自動運転車両（L4 ）（千円）( (ד

8h(9̇ 17Ⱳ) 16h(7̇ 23Ⱳ)

⁵ἒ ỡ ̓ ἒ ϖẐ̓ᶺ ϴ

（運行時間８時間、２台運行）

約48,0009,200

1,300

4,000

16,000

8,800 9,300

230

14,500 2,300

1,100

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

自動運転車両（L4 ）

普通車

減価償却費 人件費 システム利用費等 メンテナンス費 遠隔監視関連費 運行経費

約19,000

ᶆᶎᴲ᷈ḁḐᵫ
ᵪᵪᶪ ◖

（千円）
10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000
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ᶊᵩᵰᶪ ᶍ≥ ᶱ

╗ ᶆᶍזּ ◖ ᶆᶎᴲ
ᴴ ᶎᶡᶇᶧᶩᴲ ᶍ

ᶍ ᶡ סּ ᴲ ◖
ᶍ ᶱ ᶊᴲ ᶱ
ᶇᵶᵾ ᶱ

②今年度事業における検証事項

（１）事業における検証事項（今年度事業で確認すべき内容）
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ᵸᶪ

ᶺĽʸד
☺↑

üἒ ĽƗƫƆů һ⅝  ŹŻƈƢ ĽѬᴹӐ ľ ēĚ'
ü ᶺἐœ ἒ  ặ▬˥ ἒ ĺŗŚἪ β  ᴳ Ħ
ĽʣĤĺŗŚˢỖ ặě Ĺᵌᾒ$֜ѕě ēĚ'
üἒ ἐěѬᴹœ ʸĺеħŚΖᾒ$֜ѕľ ēĚ'

ƒŻ Ľ
ʸ☺↑

ü╚ ĦĮƒŻ ˂ ĺặōśŚĚ'
üƒŻ ⁮  ὶּי ľ ∆Ě'

☺

ἐἻ
ü $Ҷ Ľ ѕ ĺ ĸśĞŘē ἐěēŚĚ'ōĮ ֜
ѕ Ľ ἐľ'
ü ѕ Ľ Ἳ ľ' ֜ѕľ'

ἐ
↑

üĸŢĹ⁵ěĸŢĹ ĺ ĨŚĚ'G њהᴈἒ ķĦĵѾ
ĨŚĚ'⁵šᵎłḗŏἒ ķĦĵѾ ĨŚĚ'H

üỡ ̓ ἒ Ľ ˋᶆľ' ֖Ľằ ēˋắľ'

Ἵ̫↑
ü ἐἻ ķ ἐ ↑G ϫ ỖĽ ˋᶆ/ ֖ằ ē
ˋắHšѯĺĦĮ $Ҷ ĽἽ̫↑ľ' ѕ ĽἽ̫↑ľ'

⁵ṗϯ
üỡ ̓ ἒ š̓ ĨŚ⁵ṗě ˞ĺēŚĚ'̓ ĨŚĺđ
ĮĲĵĽ œΞ ľ͵Ě'

˞œō
İĴĞř
ŇĽᶂΌ

üỡ ̓ ἒĽ ἐĺˢ⅍ĦĮẚϾĠGçäéàű:ƟƵ H
šẴĨĢķĶ ᾬ Ϛœ˱‗ ŇĽ Ѳř$Ή ě+ėŚĹĸ 
˞œōİĴĞřĺᶽᴭĨŚĚ'

ỡ ̓
Ľἵ ↑

üỡ ̓ ŇĽỆῶĺ ē ỡ ̓ ŇĽ ˋᶆ ʸ•еľ᷈
ōŚĚ'
üỡ ̓ ἐķĹŚ ᶺἐœỡ ἒ ἐő ỡ ̓ Ň
Ľἵ śˋắěđŚĚ' ˞Ỹאĺ ĕᶺ Ľ; ↑ľ'

（１）事業における検証事項（今年度事業で確認すべき内容）

Ẑ

͇ϷхểŹŻƈƢ
̓ᶺш

ἐỸ ḱ

ỡ ̓ ἐ
ŤƵų:Ɗ ḱ

ἐ
ŤƵų:Ɗ ḱ

ƋƫŦƒ: ᴻγ

ű:ƟƵỸῥ ḱ



23（２）令和６年度事業のスケジュール

7˙8Ὦ 9Ὦ 10Ὦ 11Ὦ 12Ὦ

͍ʽ
ם ⱧỘ
χם☼

͎ʽ
ⱧỘ῟ᴮ
χᾁ

͏ʽ
ם ⱧỘ
ῇχ ᵫ

運行準備 実証運行の実施

遠隔監視ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ収集

運行管理日報

利用者アンケート調査

利用実態調査

クーポン実証調査

道路利用者アンケート調査

と
り
ま
と
め

事
業
ス
キ
ー
ム(

案)

10 ᴘ ỸῥỎԃ ˀͮ Ở ᷆ ᶂΌ ᴩῥ ᶺ ᴕΌ Ἠ ᵭ Ỹא
ᶆ їגἐ ᶺ Ỏԃ ᴩ ᶺ

事業
スキーム
の検討・
構築

地域関係者との
意見交換

交通事業者
ヒアリング

交通事業者との意
見交換

地域関係者
との意見交換

技術面
の評価

経営面
の評価

社会受容面
の評価

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
体験会



３．事業効果の検証に向けた実証計画
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（２）遠隔監視システムデータ・運行管理日報

（３）各種アンケート調査・利用者実態調査

（４）クーポン実証調査

（１）自動運転バスの運行概要



25（１）自動運転バスの運行概要

᷆ R6 ỸῥỸᴻ

ỡ ̓ 2 ῶ

Ạ ἒ NAVYA ARMA

Ệῶѻѕ
6 10 ᴘ 20 ѕ
Ḋ ϋḼѻѕ

Ỗѕ
9Ỗ 17 Ỗ 8Ỗѕ

ѕ̓ᶺ Ⱶ

ѱ ͫ█̬ ᾬ Ϛ ε

ᾒ ҷ ѕẴ╚ ╚

̓ ᾦ̓ᶺ

Ệῶ ῶ᷅

▼実証事業の概要

̓ᶺ
R5 Ỹῥ̓ᶺᵭ ᴽ ╩̼ ѝ •ẬϚ Ἶ ◑
̓ᶺ ʸ☺↑ ̳Ћ↑ ᶳ Ԇ ˺╙ Ỗᴁε ̓ᶺ

①実証ルート等

˂ ◑ פ
ᵺ ᴕ╜ ѱ ͫ█̬ ѱ ͫ█ ѯ ῲ ѕẴ╚ ╚ ῺḀ ᶂΌ Ξ

ʤ ̓ᶺ ῲ ѐᵿẴ╚ њ ϖ ѕϷ ◑
˞ὡ ѱ ͫ█̬ •ẬϚ ѕ ˂ ˵◗ ╚

▼走行ルートとバス停



26（１）自動運転バスの運行概要

①実証ルート等

バス停

誘導員

案内看板

車庫

A嬉野温泉駅

D
和多屋別荘

H

和楽園前
E

G

嬉野温泉
バスセンター

交流センター

萬象閣敷島前

C
B

福田病院前

F



27（１）自動運転バスの運行概要

②運行ダイヤ

▬‫г ἐ ῶἒ ѱ ͫ█̬ ὶ ỖḈ; ᵊ ▬‫г Ỗ
Ḉ Ḁ ╚
ѕ 17 Ỗ 22 Ỗ ̓ᶺѻѕ ֖ ᵊ ̓ᶺ ▬‫г

ῶ װ ѱ ͫ█̬ ỖḈ; ᵊ ‫г▬ὶ ỖḈ Ḁ ╚

▼自動運転バス運行ダイヤ（想定）

運行便 時間帯 備考

日中運行

第1便 9時台

運行期間中は
常時運行

第2便 10時台

第3便 11時台

第4便 12時台

第5便 14時台

第6便 15時台

第7便 16時台

夜間運行

第8便 17時台

金曜日・土曜日
限定で運行

第9便 18時台

第10便 19時台

第11便 21時台

ϧ ὶ ỖḈ ỖḈ ṩ ỸῥỸᴻỖ Ỹ⅞ּי
Ỗѕ Ḛᵭїגἐ ↔ ֥ ͯ

時間帯

嬉野温泉駅

上り
( 博多方面)

下り
( 長崎方面)

9 33 29

10 8

11 9

12 05

13 6

14 04

15 7

16 7 04

17 38 30

18 40 31

19 41 33

20 45 37

21

22 35 11

▼嬉野温泉駅の時刻表



28（１）自動運転バスの運行概要

③運行スケジュール
ῲ‡ḱ 7/22 8/2 ṥԃ 8/3 18 ᶀ ‡ḱ 8/19 30 ỸẴ Ḋ ϋḼѻѕ 10/5

10/28 Ḁ ỸῥỸᴻ ᶺ
ỗ ἎγỸא ᶆ ᵺ Ỏԃἐ Ῠ ᴻγ9ᴘ ᾄḙ

7月 8月 9月 10月

10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30

路上審査
7/22～8/2

調律作業
8/3～18

公道審査
8/19～30

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ体験会
（対象：交通事業者）

9月中旬頃

実証実験
10/5～28

国スポ
10/5～28

5～15 18～22 25～28

※週末は夜間運行あり

● ●

開会 閉会



29（２）遠隔監視システムデータ・運行管理日報

₰Ⱳṍ

֫“Ḛ
ü Ϸ˔Н˔жϱЖχ
ệσς֫“χӗ τḩ
ϩϥ οχⱧ Ϭ ΰ
Ṝ

֫“ṍḧ χ
͍ ḧˢ ʺ
Ẉ ʺ ḧˣ

ᶖḗק
♪ЄІ
ГЭ
Д˔Ќ

ü “ χкϽϞקᶖḗ♪
ᵊ ʺ “ ᵊτϢϥʺ
ꜛ ֫ ʺ︣ ᵒ ʺ
ПбзМАЕ

֫“ṍḧ χ
͍ ḧˢ ʺ
Ẉ ʺ ḧˣ

Ẑ ṕ Ṗ

Ẑ

Ẏ ṇ

͇Ϸхể ῶ ḱ
˭Ҋ ̓ᶺш ѯ ̓ᶺ ᶺỖד

֜ѕ ʤ
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▲想定しているアウトプット（実証時の安全対策）

（２）遠隔監視システムデータ・運行管理日報

ʤ ֜ѕ ѯ ỸאỖ ʸ☺ ṭ ˢỖ ặΖᾒ ᶺ֜דיּ
ѕ Ằ Љ ˢ ἒ ặ▬˂ ᴳ ỡ ̓ ᶺד ʸ☺ϯ ᶆ
ᵅᶺ Ở ᴳ Љ

【バスセンター入口
交差点】

ṕ Ṗ ḭ
ṇ
צּ
צּ

ךּ ḭ

Ḳ ṕ for L4 Ṗ

Ḳ ṕ for L4 Ṗ

【川沿い区間】
צּ ךּ ḭ

ḱ

【本通り区間】
צּ

ךּ ḭ ḱ
ḭ

【道路上や民間施設のバス停】
︣

בֿ ךּ ︡ḭ

【走行ルート】
ṇ ḱ
ṇ



31（３）各種アンケート調査・利用者実態調査

₰ ל ‮ ϯϳЕФАЕχᶨ ϱЮ˔Ѕ ₰Ⱳṍ

ꜛ

֫

יּ

WebϬṁ τʺ
♠ Ϝ ΰ
οם☼
Web ₰χ︣
ψˮϼ˔Ърם
₰˯Ϭ╥

ü יּ ʺ
üꜛ ֫ χכּ Ϥ ρ ᾤ
üꜛ ֫ כּ Υ Μ ›χӱ ︣
üꜛ ֫ כּ ϒχṍ ʺ Ӫΰ
ü֫ ◦ ΜӪΰ
üϼ˔Ър ệˢ ệˣ

üꜛ ֫ Υ ᷾ṞτὌΥϥΤᶎ
üꜛ ֫ כּ χᴿ Ӄ
ü χῖ Я˔ЖΤϣχ Ḋ ệᶎ
üּזᵓ χᶎ
ü ◦ᾁ χ ỲʾЂ˔РІχᶎ
ü“ ʾὊↄ ẉ῟ᴮχᶎ

֫“ṍḧ

יּ

֫“и˔Еχ
Υ Μל ạ
Ϭיּ τʺ
ל ꜛⱵᵓϬ
ΰθ ₰ χ
ʾᵕ Ϭם☼

ü ᵹ χ ρ ῖ ︣
üꜛ ֫ χ ệ
üꜛ ֫ τ βϥὼ
üꜛ ֫ ᴟχ
üṃ ◕ꜛ ֫ χ ᵒρẸ Ӫΰ
üꜛ ֫ НІχ Ӫΰ
ü֫ ◦ ΜӪΰ

üּזᵓ χᶎ
ü“ χᴦ ᶎ
ü ◦ᾁ χ ỲʾЂ˔РІχᶎ
üꜛ ֫ “τΰΪθῖ ├χᾁ

֫“ṍḧῇ
˙ ῇ

①各種アンケート調査

Ẑ ṇ ḭ ṇ ḭ

Å ḱ ỡ ̓ ἐ ἐ Ῠ ḱ ỸẴ
Åỡ ̓ ἐ њהᴈἒ ЬҌṭ ỡ ̓ ἒ Ξ ʤ
Ἆγἵ ↑ ϯ ᶺỖד ʸ☺↑ ϯ Ἵằᴩ ֖ ϯ ת
Ṉ ҷᶂΌ ϯ Љ ỸẴ
Å ἐ Ἆγἵ ↑ ϯ ᶺ ; ↑ϯ Ἵằᴩ
֖ ϯ ỡ ̓ ᶺד ᶆ ᵺ ṭ ᴩ Љ ỷ ᷆
╚ ỸẴ



32（３）各種アンケート調査・利用者実態調査

ֹ ᶍᶷḻ᷆ᴻḐ



33（３）各種アンケート調査・利用者実態調査

②利用者実態調査

Å ἐỸ ḱ ꞋἻ
ѕἻ Ҷ ꞋἻ ѕἻ

ѕ ꞋἻ ѕἻ
ʤ ἐἻ ѯ Ἵ
ằᴩ Љ ỸẴ

Å ḱ ỡ ̓ ἒ ῶ ḱ
˭ ểѐּז ỸẴ

יּ ₰ ϯϳЕФАЕχᶨ ϱЮ˔Ѕ ₰Ⱳṍ

ꜛ ֫ יּ

üꜛ ֫ ϒχכּ ₰ԌτϢϥ ♪Ḣ τ
ϢμοʺНІ ḧχ יּ Ϭ ₰βϥάρ
πʺ Ϝיּ Ӄ

ü יּ ψ ʺẈ ρ›ϩδοʺ ḧ
χ Ϝ ₰

ü χ ʺНІ ḧ
üẈ χ ʺНІ ḧ
ü ḧ χ ʺНІ ḧ
ü ◦ᾁ

֫“ṍḧ

Ẑ ṇ ḭ ṇ ḭ

Ẏ ṇ
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Åỡ ̓ ע Ṉת ҷᶂΌ
ᴩῥ Ỹῥ ḱ ỸẴ

Åỡ ̓ ᴞ
Ỏ ỡ ̓ ⁮אָ Ἵ̫

ᾬ Ϛ ṈᶂΌת Ὕү Ἵ̫
ꞈῶᶂΌ ѻ

Å ṈᶂΌת ʤ ˞ ӡ
Ḛᵭ ỡ ̓ Љ

ᶆ ˞ δ → ױ

Å PT1Ỏԃ ϋ LINE Љ
Ỏ LINE ἐ₲ ѱ Ậ אָ

⁮ ᶆ ῾ Ӝ ˅ ϩ ױ
Å ε ἐ ᵊ

ε ᶆῲ
ₑ

Åῶ᷅Ỗ QR Ἠ
ểѐּז Ỹ ḱ ∙ḱ Љ

ү₲

ү ͻ

ᵤ
ү+ͽ
ͻᵂᾶ

ᾬכֿ ᶾ
ү ͻ

ᵅ  ỡ ̓
ע Ӝ

ᵤ
ү+ͽ
ͻᵂᾶ

Ἵ̫

ᾬכֿ ᶾ
ү ͻ

（４）クーポン実証調査



Åỡ ̓ ε ỡ ̓ үᶂΌ
ү Ή ᶂΌ ʤ
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ỡ ̓ ї ѱ
Ậ ⁵

ỡ ̓ ῶ
ѱ Ậ ⁵

ỡ ̓ Ệῶ

Ѳ

ᶾ

ү₲ ү ͻ Ἵ̫

ѱ Ậ ⁵ ỡ ̓ ἒ үᶂΌ ϯ
ѱ Ậ
ỡ ̓ ῶἒ
ỡ ̓ ἒ ỡ ͻ

ỡ ̓ ἒ үᶂΌ ϯ
ỡ ̓ ῶ ắ
ỡ ̓ Ӹ

ˢ ᶂΌ

ҷᶂΌ ʤ
Ή ϼ

ᾬ Ϛ ῲ᷈ Ḁᴁ ̳
ỡ ̓ ἒ ṈᶂΌת אָ

Ѳ ᶂΌ ʤ
Ѳ

Ạ ү
ᾑ Ѳ

Ѳ ᶂΌ

ᴩῥ᷆ ḱᶺ ҷᶂΌ

（４）クーポン実証調査

ҷᶂΌ ᴩῥ



36（４）クーポン実証調査

Ỹῥ

④
降車後

③
降車時

②
乗車時

①
乗車前

“יּ φϣΜˢᾁ ‮ ˣ

LINE ἐ ↑ ε ü ἐ ↑ ᴩῥ

ῶἒ orἒ ╚ QR
Ἠ

ü ODἻ ᴩῥ ῶἒῺᾒ ʤ

᷅ἒ orἒ ╚ QR
Ἠ

ü ODἻ ᴩῥ ᷅ἒῺᾒ ʤ

ἒ ἒ᾿ ᴞ
Ế Ế ἵ Ἠ

ü ˞їגἐ ὶỉ; ↑ ᴩῥ
ü Ϛ ͯ↑ṈЉת ᶽᴭ ᴩῥ

ε

WEB ε
Ế QR Ἠ

ε WEBῲ εἽ
Ế ε
Å ᵺ

εἽ
Å ה εἽ

ü ̓ Ἵ ᴩῥ
ü ε ↑ ᶆῲ ᴩῥ

ᴞ ẏ
ἵ Ἠ

ü ˞їגἐ ὶỉ; ↑ ᴩῥ
ü Ϛ ͯ↑ṈЉת ᶽᴭ ᴩῥ



37（４）クーポン実証調査

Ῠ
Å ѱ ᵺ

Å ᶺ Ῠ ỡ ̓ ἐ ε₲⅝ᵊ
Å  ᴙ Ῠ 1 ˀῲ ᾬ ᶾ
Å ѱ ᵺ Ạ ;
Å ѻᵊ ỸῥѻѕḾὊ 10/28 ᶂ

ᴩ ᶺ ₲ ֖ϼ ẇᶳ
Å ᶺ ₲ ˭8 20 4 4 70%
Å ᶺ֖ϼ ˢ 500 ̳ꞈ 450,000 ̳ Ỏԃ ὶ



４．実証実験後の展開（実証実験後の次年度向けた展開）
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（１）交通事業者ヒアリング

（２）地域関係者ヒアリング



3939（１）交通事業者ヒアリング

Å ˀ᷅ Ỹא ᴳ₿ ỡ ̓ ̓ᶺ Ỏԃ
ἐ ϯ

Å Ḛ ỸῥỸᴻᵭ ᴽ Ỏԃἐ ̓
ᶺỎԃἐ(ˇ ӣ ; ↑  ᴙ Ξ ʤ ̓ᶺỎԃἐ
ᵽ ᴳὶ Ξ δᴒ ᶆ ᴩ Ἢ

Åỗ ˀ᷅ ỡ ̓ ̓ᶺỎԃἐᵽ Ỏԃἐ Ῠ
ᴻγ ỸẴ ▬ ֥ ᴦ Ξ

ὶ
Å̓ ᶺỎԃἐ ᴒ ⁵ṗ ỡ ̓ ̓ᶺ
ᶼὌ ỸҘ‡ḱ ἵᶼ ἎγỸא 2

令和7年度の運行事業者候補の抽出

ドライバー育成



4040（２）地域関係者ヒアリング

Åỡ ̓ ἒ ѻ ᾬ Ϛ Ἠ ♯ PT1 “Ỏԃ
ע ѝ ᶂΌ Љ ᶳ

自動運転バスの活用アイデアの創出

ÅỎԃїגἐ ἐ ˋᶆ Ἵằ זּ ᶺ ổּנ; ỡ ̓
ᶆ Ξ ϯ

収支予測による事業課題の明確化

ϧ♯Ḁ ҡ ⁮



参考：バス停設置個所



A 嬉野温泉駅前 B 福田病院前（嬉野温泉駅方面）

42参考：バス停設置個所

嬉野温泉駅

福田病院

いたや歯科医院



C 福田病院前（バスセンター方面） D 和多屋別荘前

43

和多屋別荘

伊東陶苑

福田病院

いたや歯科医院

参考：バス停設置個所



E 交流センター F 嬉野温泉バスセンター

44

和多屋別荘

交流センター
シーボルトの湯

シーボルトの
あし湯

湯宿
広場

参考：バス停設置個所



G 萬象閣敷島前 H 和楽園前

45参考：バス停設置個所

お食事処
志津

萬象閣 敷島

萬象閣 敷島
駐車場

萬象閣 敷島
駐車場


